













ポリスチレンの高分子微粒子は通常の方法により精製したスチレンモノマー 60 g と乳化剤であ
るラウリル硫酸ナトリウム 3.5 g/ dm3 -water 、開始剤として過硫酸カリウム1.25 g/dぜ -water お
よび蒸留水 300 g をガラス製回分式反応器に入れ系内を高純度窒素ガスで充分脱酸素した後、反
応温度50'Cで行った。 ポリ塩化ピニリデンの高分子微粒子はオートクレープタイプの耐圧ガラ
ス製反応器を用いて作成した。精製した塩化ピニリデンモノマ-50 g 、蒸留水 300 g に乳化剤
であるラウリル硫酸ナトリウム1.25 g/dm3 -water 、開始剤として過硫酸カリウム1.25 g/dms -
water、反応温度50'Cで作成した。














インターパル法 (T . 1 法)とタイムドメイン法 (T ・ D法)の2種を採用している。






















g(l)( r) = exp (-2 q2 D r) ・・・・・・ (2) 
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測定によって得られたぎ2)(τ) と (1)---- (2) 式から並進拡散係数Dを求めるために、 (1) 式を次
式のように変形し、その対数化を行うと次のようになる。
g(l)( r) = (g(2)( r) -1 )ν2/ ﾟ  ・・・・・・ (5) 
図 3 において、 1次相関関数の傾き状態が並進拡散係数、つまり、粒子径を反映していること
になる。
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電子顕微鏡写真からの粒子径 0.109 μm 0.059μm 
















うに並進拡散係数 D は溶媒の屈折率、レーザー光の波長、散乱角、粒子のストークス半径 r や溶
媒の粘性係数れや溶液の絶対温度のみの関数である。 この装置の測定原理によれば、ブラウ
ン運動による散乱スベクトルの広がりから微粒子の拡散係数から粒径を求める光子相関計を使用
するソフトウェア型を採用していることより、微粒子の媒体中の動きは密度の違いやポリマーの
結晶化により変わらないとの前提で処理されている。
今後はこのような現象を解明するため、より粒子径の分布の狭い高分子微粒子を作成して、粒
子の密度差の異なる種々の高分子微粒子で確認して行くことが必要である。
最後に、この研修にあたり深い理解を頂きました材料化学科埜村教授に感謝申し上げます。
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